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Ⅰ. 2023年３月期第１四半期 実績

3

１．連結業績

２．セグメント別業績

３．百貨店事業

４．食品事業
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Ⅰ－１. 連結業績

▶ 新型コロナウイルス感染症の影響が緩和され、百貨店事業の売上が大幅に伸長
▶ 売上回復に伴い営業利益黒字化
▶ 前年度の固定資産売却益等の特別利益計上がなくなり、当期利益は減少

（単位：億円）

１Q

金額 対前年

総額売上高 2,279
141.4％

＋667

売上高 1,494 +351

営業利益 7 +27

経常利益 19 ＋28

特別利益
特別損失

0

7

親会社株主に
帰属する当期純利益

7 ▲56
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Ⅰ－２. セグメント別業績

総額売上高 営業利益

（単位：億円） 金額 前年比 前年増減 金額 前年増減

百貨店 1,087 162.9％ +420 12 +31

食品 1,013 138.1％ +280 4 ▲9

商業施設 91 70.0% ▲39 6 +6

その他 88 108.7％ +7 ▲8 +3

連結調整 ▲8 ▲3

合計 2,279 141.4％ +667 7 +27

▶ 百貨店事業の大幅な売上伸長に伴い黒字転換
▶ 食品事業は関西スーパーマーケット新規連結による売上増加も、昨年の内食需要増大の反動から減益
▶ 商業施設事業は、H2O商業開発のコスト削減とホテル（大井開発）の客室稼働率改善により増益
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Ⅰ－３. 百貨店事業

▶ 新型コロナウイルス感染症の影響が緩和され、大きな行動制限もなく、
外出機会の増加に伴い、売上大幅伸長（前年は約1か月半の営業制限）

▶ 前年度のコロナ特損への振り替え額の減少（34億円）や阪神梅田本店開業による販管費増加
▶ 売上増加による売上総利益の増加が販管費の増加を上回り、営業利益黒字化

（単位：億円）

１Q

実績 対前年

売上高 1,080
163.3%

+419

売上総利益 244 +95

総利益率 22.60% ▲0.01%

その他収入 8 +1

販管費 240 +65

営業利益 12 +30

阪急阪神百貨店

前年度コロナ特損への
振り替え額減少

+34

家賃・光熱費増加
（阪神本店など）

+12

売上連動経費 +12

既存店 105%

うち、阪急本店 113%

2018年度比国内売上高
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Ⅰ－４. 食品事業

▶ 食品スーパー：増収減益
関西スーパーマーケットの新規連結により増収
内食需要の落ち着きによる前年の買いだめ需要の反動が大きく、既存店売り上げは前年割れ
光熱費高騰などコスト増加要因があるものの、一体運営による効率化に取り組み、販管費は抑制

▶ 食品製造（阪急デリカアイなど）は、食品スーパーへの卸売上や専門店売上が回復し、増益

（単位：億円）

総額
売上高

営業利益
前年比 前年差

食品スーパー 982 139.2% 5 ▲8

既存3社 669 94.9% 1 ▲12

関西スーパー
マーケット

313 ー 4 ー

食品製造 82 100.2％ ▲1 ＋1

SM主要3社
売上

既存店
売上高

客数 客単価

イズミヤ 94.4% 95.8% 98.5%

阪急オアシス 90.0% 93.6% 96.2%

関西スーパー
マーケット

96.3% 97.2% 99.0%
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（単位：億円）

１・２Q ３・４Q 通期

予想 対前年 予想 対前年 予想 対前年

総額売上高 4,740
137.8％

＋1,299
5,260

118.5%

+819
10,000

126.9%

+2,119

売上高 3,200 135.0% 3,400 120.8% 6,600 127.3%

営業利益 ▲10 +41 90 +31 80 +72

経常利益 ▲15 ＋27 85 +19 70 +46

親会社株主に
帰属する当期純利益

0 ▲81 80 +62 80 ▲19

8

Ⅱ. 2023年３月期通期見通し

▶ １Q業績は想定をやや上回るものの、不確実性が高いため業績予想は据え置き
・新型コロナウイルス感染症の再拡大
・円安進行や原材料価格高騰による仕入れ価格上昇
・光熱費や運送費などのコスト増加
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